
なまえ ひづけ がつ にち

1 計算しよう。

(1) 110 − 30 ＝

(2) 120 − 40 ＝

(3) 120 − 50 ＝

(4) 140 − 50 ＝

(5) 150 − 60 ＝

(6) 300 − 200 ＝

(7) 600 − 100 ＝

(8) 700 − 500 ＝

(9) 900 − 800 ＝

(10) 1000 − 800 ＝

ヒント

130−50は、10が 13こから 5こ とって 10が 8こ。だから

80だね。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「百から くり下がる 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-45

何十・何百の ひき算
ふつう ★★☆ ・ 10・100の まとまりで 計算

−
ひきざん

10の まとまりで
考えよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

1 1 2
− 2 2

(2)

1 1 7
− 7 3

(3)

1 1 8
− 7 0

(4)

1 2 0
− 4 0

(5)

1 2 3
− 6 1

(6)

1 2 8
− 5 4

(7)

1 3 5
− 5 0

(8)

1 5 2
− 6 1

ヒント

十のくらいが ひけない ときは、百のくらいから 1 くり下

げて 十のくらいを 10 ふやそう。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「百から くり下がる 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-46

百から くり下がる 1
ふつう ★★☆ ・ 百のくらいから くり下がる

−
ひきざん

百のくらいから
かりよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

1 1 5
− 3 7

(2)

1 1 7
− 7 9

(3)

1 3 6
− 4 7

(4)

1 4 2
− 4 3

(5)

1 5 1
− 5 9

(6)

1 5 2
− 9 6

(7)

1 8 1
− 8 3

(8)

1 8 7
− 9 8

ヒント

一のくらいで くり下げたら、十のくらいは 1 小さく なっ

て いるよ。そこから また ひけるかな。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「十のくらいが 0」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-47

百から くり下がる 2
むずかしい ★★★ ・ 2回 くり下がる

−
ひきざん

くり下がりは
2回だよ



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

1 0 0
− 1 3

(2)

1 0 1
− 8 7

(3)

1 0 1
− 4 9

(4)

1 0 1
− 2 9

(5)

1 0 2
− 8 6

(6)

1 0 2
− 1 6

(7)

1 0 3
− 6 9

(8)

1 0 7
− 9 8

ヒント

十のくらいが 0の ときは、百のくらいから 十のくらいへ、

十のくらいから 一のくらいへ じゅんに くり下げよう。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「3けたの ひき算 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-48

十のくらいが 0
むずかしい ★★★ ・ 十のくらいが 0の 数から ひく

−
ひきざん

百のくらいから
じゅんに



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

2 5 1
− 2 1

(2)

3 1 6
− 5

(3)

5 7 3
− 7 3

(4)

6 8 7
− 2 2

(5)

7 7 2
− 3 2

(6)

8 8 0
− 6 0

(7)

9 5 6
− 1 2

(8)

9 6 6
− 6 3

ヒント

百のくらいに ひく 数が ない ときは、百のくらいの 数字を

そのまま おろそう。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「3けたの ひき算 2」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-49

3けたの ひき算 1
ふつう ★★☆ ・ 3けた−2けた・1けた

−
ひきざん

百のくらいは
そのまま



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

2 5 6
− 9

(2)

2 9 5
− 2 9

(3)

3 7 5
− 4 7

(4)

4 7 8
− 6 9

(5)

5 6 3
− 4 8

(6)

7 8 5
− 7

(7)

7 9 1
− 2

(8)

7 9 6
− 4 9

ヒント

一のくらいが ひけない ときは、十のくらいから 1 くり下

げて 10を かりて こよう。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「3けたの ひき算 3」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-50

3けたの ひき算 2
むずかしい ★★★ ・ 十のくらいから くり下がる

−
ひきざん

10を かりて
こよう



なまえ ひづけ がつ にち

1 くらいを たてに そろえて、一のくらいから 計算しよう。

(1)

2 1 7
− 8 7

(2)

4 1 1
− 6 0

(3)

4 4 8
− 8 2

(4)

6 4 4
− 8 0

(5)

8 3 4
− 4 3

(6)

8 3 5
− 6 4

(7)

9 0 8
− 2 4

(8)

9 2 5
− 9 2

ヒント

十のくらいが ひけない ときは、百のくらいから 1 くり下

げて、十のくらいを 10 ふやそう。

できたら
はなまる ひきざん ・ つぎは 「□に あてはまる 数 1」

こたえは ここ
つぎの 1まいも

書体: Klee One（SIL Open Font License）

しょうがく2ねんせい ・ さんすう ・ s2-51

3けたの ひき算 3
むずかしい ★★★ ・ 百のくらいから くり下がる

−
ひきざん

百のくらいを
1 小さく


